
種類 件数 %
自傷 0 0.0%

他害 0 0.0%

転倒 4 66.7%

誤飲 1 16.7%

その他 1 16.7%

6 100.0%

日にち 種類

・赤くなった箇所をアイシング
・保護者に説明及び謝罪

・常に行動を見守り、目を離さない
・本児が歩く場所の安全の確保

R2年5月

5月8日 その他
ソファに座ろうと、手で弾みをつけてお尻を自
分であげた際、勢いがつきすぎて右頬を肘置き
にぶつける

・患部確認→赤み、腫れ見られず観察
・少しして赤みが出てきた為、アイシング

本人から目を離さない

12月2日 誤飲

本児を送迎車に乗せ、他利用者を呼びにいって
いる間に、車内に落ちていたゴミを食べてし
まったことを他利用者が教えてくれる。すぐに
口腔内を確認するも異物は見当たらず。見てい
た他利用者に聞くと「白いゴミだった」と言っ
ていた。

・朝の車両点検時、車内にゴミが落ちていないか必
ず確認し捨てる
・学校送迎等でゴミが落ちてしまう可能性もある
為、乗車前は必ずチェックする。

R2年4月

4月10日 転倒
他利用者が寝転んでいた脇を通り、おもちゃを
取ろうとした本児がバランスを崩し転倒。右眉
上をおもちゃ棚の淵にぶつけた。

R元年12月

・水を飲ませる
・経過観察→異常なし
・保護者に説明及び謝罪

事故・ケガ報告

事故・ケガ報告詳細
内容

平成31年4月1日～令和3年3月31日

日中一時支援

対応と結果

R2年7月

7月2日 転倒
ソファで突然起き上がり、直後前方へ倒れる。
倒れたところがソファの手すり部であり、左下
唇から出血。顎に擦り傷が出来た。

・左下唇止血→2～3分で止まる
・顎擦り傷→出血等見られなかった為未処置。

ソファ手すり部に緩衝材＋カバーを取り付ける

R3年3月

7月30日 転倒
おもちゃ棚前で遊んでいると突然後ろに倒れ、
おもちゃ棚角に後頭部をぶつける

・本人の様子確認→笑顔が見られ体調にも変化なし
・患部確認→若干腫れ有り→10分間アイシング

おもちゃ棚角に緩衝材をつける

3月12日 転倒
来所後すぐ支援員が咳をしてしまう。それによ
り発作が起きて転倒。脱力発作を起こし、膝か
ら崩れ落ちて、おでこを床にぶつける

・おでこ確認→赤み、腫れ有。アイシングを実施
し、赤みは消えるも、腫れは残る。
・膝の確認→赤み、腫れ無し。
・保護者へ説明及び謝罪

・利用者の行動把握、常に意識をもち現場に入る
・ヘッドギア着用の練習をしていく
・背中の持ち手部分のゴムの縛り方、持ち方を見直
す


